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(57)【要約】
【課題】有償で提供される音楽コンテンツの試奏用デー
タについて試奏の範囲を超えて使用されるのを防止する
ことができる電子音楽装置を提供すること。
【解決手段】この電子音楽装置では、音色データや伴奏
スタイルデータ等の有償の音楽コンテンツデータに対応
して、これと同じクオリティを有する試奏用音楽コンテ
ンツデータがユーザに提供され、これにより十分な試奏
環境が与えられるが、リアルタイム演奏時に或る音楽コ
ンテンツから試奏用音楽コンテンツデータＤｔに切り替
える際には（Ｓ４＝ＹＥＳ）、試奏用音楽コンテンツ選
択操作（Ｓ１＝ＹＥＳ）に応じて提示される試奏データ
選択報知メッセージＭｓａが要求する所定の操作子ＥＫ
の操作が行われるか（Ｓ６＝ＹＥＳ）、或いは、試奏用
音楽コンテンツ選択操作（Ｓ１＝ＹＥＳ）から所定時間
の経過したときに（Ｓ７＝ＹＥＳ）、試奏用コンテンツ
データに切り替える（Ｓ９）。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有償の音楽コンテンツデータと同等の実体データを有する試奏用音楽コンテンツデータ
を供給する試奏用コンテンツ供給源に対し試奏用音楽コンテンツデータを指示するコンテ
ンツ指示手段と、
　コンテンツ指示手段により試奏用音楽コンテンツデータが指示されたことに応じて、所
定のユーザ操作を要求するメッセージを提示するメッセージ提示手段と、
　メッセージ提示手段により提示されたメッセージが要求するユーザ操作がなされたこと
に応じて、コンテンツ指示手段により指示された試奏用音楽コンテンツデータを利用可能
とするコンテンツ利用可能化手段と
を具備することを特徴とする電子音楽装置。
【請求項２】
　有償の音楽コンテンツデータと同等の実体データを有する試奏用音楽コンテンツデータ
を供給する試奏用コンテンツ供給源に対し試奏用音楽コンテンツデータを指示するコンテ
ンツ指示手段と、
　試奏用コンテンツ指示手段により試奏用音楽コンテンツデータが指示されてから所定の
時間が経過した後、当該試奏用音楽コンテンツデータを利用可能とするコンテンツ利用可
能化手段と
を具備することを特徴とする電子音楽装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、有償で提供される音楽コンテンツデータの試奏版データを適正な範囲で使
用することができるようにした電子音楽装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、有償で提供される（「有償版」或いは「購入用」という）音楽コンテンツデ
ータについて購入前に試奏用のデータで演奏内容を確認することができるようにした電子
音楽装置が知られており、例えば、特許文献１には、有償の自動伴奏用スタイルデータを
購入する前に、ユーザに提供された試聴用データに基づく伴奏音を確認することで、正規
のスタイルデータを購入するかしないかを適正に判断することができるようにした演奏装
置が開示されている。
【特許文献１】特開２００６－２７６５６７号公報
【０００３】
　一般に、試聴用と呼ばれる音楽コンテンツは、コンテンツのクオリティを落とす、コン
テンツの使用期限が設定されている、コンテンツの保存や編集等の機能が制限される、な
どの制限を課すことが多い。これにより、試聴用の音楽コンテンツを、その試聴の範囲を
超えてユーザが使い続けることを防止している。
【０００４】
　試聴用の音楽コンテンツに対する従来の制限のうち、クオリティを落とすものや使用期
限が設定されているものは、ユーザが音楽コンテンツについて十分な理解をすることがで
きるとは限らない。特に、音楽コンテンツが音色データや伴奏スタイルデータなどのリア
ルタイム楽器演奏に用いる素材データである場合には、購入前にその演奏効果を試すため
に提供される（「試奏版」或いは「試奏用」という）データは、有償版データと同じクオ
リティを持っていないと、その音楽コンテンツ（素材データ）の魅力を十分理解すること
ができないし、使用期限が設定されていると、じっくりとその音楽コンテンツ（素材デー
タ）を試すことができない。
【０００５】
　従って、このような素材型の音楽コンテンツの提供者としては、購入前に試奏版により
音楽コンテンツの特徴をユーザに十分に理解してもらった上で、正規に購入して欲しいと
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いう要求がある。しかし、一方では、試奏用の音楽コンテンツはあくまで試奏用であって
、試奏用の音楽コンテンツを使って楽曲の自由な演奏ができてしまうと、もはや試奏とは
言えなくなってしまう。それ故、有償版の音楽コンテンツ提供者としては、そのコンテン
ツが気に入った早い時点で購入してもらいたいという要求もある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この発明は、このような事情に鑑み、有償で提供される音楽コンテンツの試奏用データ
について試奏の範囲を超えて使用されるのを防止することができる電子音楽装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の第１の特徴に従うと、有償の音楽コンテンツデータと同等の実体データを有
する試奏用音楽コンテンツデータを供給する試奏用コンテンツ供給源（ＭＥ）に対し試奏
用音楽コンテンツデータ（Ｄｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…）を指示するコンテンツ指示手段〔
Ｓ１～Ｓ４（ＹＥＳ）〕と、コンテンツ指示手段により試奏用音楽コンテンツデータ（Ｄ
ｔ）が指示されたことに応じて、所定のユーザ操作（ＥＫ）を要求するメッセージ（Ｍｓ
ａ）を提示するメッセージ提示手段（Ｓ５）と、メッセージ提示手段により提示されたメ
ッセージ（Ｍｓａ）が要求するユーザ操作（ＥＫ）がなされたことに応じて（Ｓ６＝ＹＥ
Ｓ）、コンテンツ指示手段により指示された試奏用音楽コンテンツデータ（Ｄｔ）を利用
可能とするコンテンツ利用可能化手段（Ｓ９）とを具備する電子音楽装置〔請求項１〕が
提供される。なお、括弧書きは、理解の便のために実施例の参照記号や箇所等を付記した
ものであり、以下においても同様である。
【０００８】
　この発明の第２の特徴に従うと、有償の音楽コンテンツデータと同等の実体データを有
する試奏用音楽コンテンツデータ（Ｄｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…）を供給する試奏用コンテ
ンツ供給源（ＭＥ）に対し試奏用音楽コンテンツデータ（Ｄｔ）を指示するコンテンツ指
示手段（Ｓ１～Ｓ５）と、試奏用コンテンツ指示手段により試奏用音楽コンテンツデータ
（Ｄｔ）が指示されてから所定の時間が経過した後（Ｓ７＝ＹＥＳ）、当該試奏用音楽コ
ンテンツデータ（Ｄｔ）を利用可能とするコンテンツ利用可能化手段（Ｓ９）とを具備す
る電子音楽装置〔請求項２〕が提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明による電子音楽装置では、音色データや伴奏スタイルデータ等の有償の音楽コ
ンテンツデータを購入する前に、これと同じクオリティを有する試奏用音楽コンテンツデ
ータ（Ｄｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…）が試奏用コンテンツ供給源（ＭＥ）に用意されており
、ユーザには、十分な試奏環境が提供される。従って、試奏用音楽コンテンツデータ（Ｄ
ｔ）を試奏してリアルタイム演奏を行う機会が与えられるが、この演奏に当って、実際に
試奏を行うのに一定の制限が設けられる。
【００１０】
　この発明の第１の特徴による電子音楽装置（請求項１）では、音楽演奏の際に、或る音
楽コンテンツからこの音楽コンテンツに切り替えて試奏するために、試奏用コンテンツ供
給源（ＭＥ）に対し、ユーザによるコンテンツ選択操作により所望の試奏用音楽コンテン
ツデータ（Ｄｔ）が指示されると〔Ｓ１～Ｓ４（ＹＥＳ）〕、これに応じて、「これは試
奏用です　ＯＫ」等のメッセージ（Ｍｓａ）が提示され、ユーザに対してエンターキー（
ＥＫ）等の所定の操作子の操作が要求される（Ｓ５）。そして、このメッセージ（Ｍｓａ
）で要求されたユーザ操作（ＥＫ）がなされたことを条件に（Ｓ６＝ＹＥＳ）、指示され
た試奏用コンテンツデータ（Ｄｔ）に切り替えられ、以後、この試奏用コンテンツデータ
（Ｄｔ）が利用可能となる（Ｓ９）。
【００１１】
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　このように、この発明では、音楽コンテンツを切り替えて演奏を行うのに、有償で提供
される音楽コンテンツの試奏版データである試奏用音楽コンテンツデータについては、所
定のユーザ操作を必要とし、リアルタイムで音楽コンテンツを切り替えることができない
ようにしている。従って、この発明によれば、音楽コンテンツの持つ本来のクオリティを
試奏用音楽コンテンツデータに与えてユーザに十分な試奏環境を提供しつつも、試奏を実
際に行うには所定のユーザ操作を要するものとし、試奏用音楽コンテンツデータが試奏の
範囲を超えてユーザにより使用されるのを防止することができる。
【００１２】
　この発明の第２の特徴による電子音楽装置（請求項２）では、音楽演奏の際に、或る音
楽コンテンツからこの音楽コンテンツに切り替えて試奏するために、試奏用コンテンツ供
給源（ＭＥ）に対し、ユーザによるコンテンツ選択操作により所望の試奏用音楽コンテン
ツデータ（Ｄｔ）が指示されると（Ｓ１～Ｓ５）、この指示から所定時間が経過するまで
切替えが保留される。そして、所定の時間が経過したことを条件に（Ｓ７＝ＹＥＳ）、指
示された試奏用音楽コンテンツデータ（Ｄｔ）に切り替えられ、以後、この試奏用コンテ
ンツデータ（Ｄｔ）が利用可能となる（Ｓ９）。
【００１３】
　このように、この発明では、音楽コンテンツを切り替えて演奏を行うのに、有償で提供
される音楽コンテンツの試奏版データである試奏用音楽コンテンツデータについては、所
定の時間経過を必要とし、リアルタイムで音楽コンテンツを切り替えることができないよ
うにしている。従って、この発明によれば、音楽コンテンツの持つ本来のクオリティを試
奏用音楽コンテンツデータに与えてユーザに十分な試奏環境を提供しつつも、試奏を実際
に行うには所定の時間経過を要するものとし、試奏用音楽コンテンツデータが試奏の範囲
を超えてユーザにより使用されるのを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しつつこの発明の好適な実施の一形態について説明するが、これは単
なる一例であり、この発明は、発明の精神を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【００１５】
〔システムの概要〕
　この発明の一実施例による電子音楽装置は、演奏情報処理機能を有する一種のコンピュ
ータであり、典型的には、電子楽器のように演奏操作部及び楽音信号生成部を備える音楽
専用機器が用いられるが、演奏操作部及び楽音信号生成部を設けたパーソナルコンピュー
タ（ＰＣ）のように電子楽器などの音楽専用機器と同等の演奏情報処理機能を有するデー
タ処理装置を用いることもできる。図１は、この発明の一実施例による電子音楽装置のシ
ステム構成を説明するための図であり、図１（１）は、電子音楽装置のハードウエア構成
ブロック図を示す。この電子音楽装置は、中央処理装置（ＣＰＵ）１、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）２、読出専用メモリ（ＲＯＭ）３、記憶装置４、演奏操作検出回路５、
設定操作検出回路６、表示回路７、音源・効果回路８、通信インターフェース（Ｉ／Ｆ）
９などを備え、これらの要素１～９はバス１０を介して互いに接続される。
【００１６】
　ＣＰＵ１は、ＲＡＭ２及ＲＯＭ３と共にデータ処理部を構成し、所定の制御プログラム
に従い、タイマによるクロックを利用して種々の音楽情報処理を実行する。ＲＡＭ２は、
これらの処理に際して必要な各種データを一時記憶するためのワーク領域として用いられ
る。ＲＯＭ３には、これらの処理を実行するために、各種制御プログラムやプリセットさ
れた音楽コンテンツデータ（ＭＰ）等が予め記憶される。
【００１７】
　記憶装置４は、ＨＤ（ハードディスク）、ＦＤ（フレキシブルディスク）、ＣＤ（コン
パクトディスク）、ＤＶＤ（デジタル多目的ディスク）、フラッシュメモリなどの半導体
メモリなどの記憶媒体と、その駆動装置を含み、任意の制御プログラムや自動演奏データ
等を任意の記憶媒体に記憶することができる。例えば、この電子音楽装置の内部にフラッ
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シュメモリを設けて、音色データや伴奏スタイルデータを含む種々の音楽コンテンツデー
タ（Ｄｅ，Ｄｔ）や、レジストレーションデータと呼ばれる演奏環境設定データ（Ｄｒ）
を記憶しておくことができる。また、記憶媒体は、着脱可能であってもよいし、電子音楽
装置に内蔵されていてもよい。
【００１８】
　演奏操作検出回路５は、鍵盤などの演奏操作子１１の演奏操作を検出して検出内容に対
応する演奏操作情報をリアルタイムにデータ処理部（１～３）に導入する。設定操作検出
回路６は、スイッチやマウス等の設定操作子（パネル操作子）１２の操作内容を検出して
検出内容に対応する設定操作情報をデータ処理部に導入する。ここで、設定操作子１２と
しては、例えば、所望の音楽コンテンツを選択的に指示するために多種のコンテンツ選択
スイッチが設けられる。また、レジストレーションデータの登録を指示するためのレジス
トレーション登録スイッチや、所定の決定入力を行うためのエンターキー（ＥＫ）等のス
イッチも設けられる。表示回路７は、ＬＣＤ等のディスプレイ１３や、インジケータ／ラ
ンプ（図示せず）を備え、これらの表示・点灯内容をデータ処理部からの指令に従って制
御し、演奏操作や設定操作などに関する表示援助を行う。
【００１９】
　音源・効果回路８は、音源部或いは楽音信号生成部とも呼ばれ、音源（ＴＧ）やＤＳＰ
を有し、演奏操作検出回路５からデータ処理部を通じて与えられるリアルタイムの演奏情
報に基づき、設定された演奏環境に従ったオーディオ形式の楽音信号を生成すると共にこ
の楽音信号に所定の効果を付与する。サウンドシステム１４は、Ｄ／Ａ変換部やアンプ、
スピーカ等を備え、音源・効果回路８からの楽音信号に基づく楽音を発生する。音源・効
果回路８は、ＲＯＭ３又は記憶装置４或いは通信Ｉ／Ｆ９から得られる自動演奏データに
基づく楽音信号を生成することもできる。
【００２０】
　通信Ｉ／Ｆ９は、ＭＩＤＩ等の音楽専用有線Ｉ／Ｆ、ＵＳＢやＩＥＥＥ１３９４等の汎
用近距離有線Ｉ／Ｆ、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）等の汎用ネットワークＩ／Ｆ、無線
ＬａｎやＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の汎用近距離無線Ｉ／Ｆなどの１又は複数を
含み、他の音楽機器との間でＭＩＤＩ演奏データを授受したり、外部のサーバコンピュー
タ等から制御プログラムや音楽コンテンツデータ等を受信し、記憶装置４に保存すること
ができる。
【００２１】
〔音楽コンテンツデータ〕
　この電子音楽装置には、音色データや伴奏スタイルデータなどの楽音制御データ（演奏
環境データともいう）が音楽コンテンツデータとして種々の形態で用意されている。図１
（２）は、この電子音楽装置で用いられる音楽コンテンツデータの形態例を表わす。ＲＯ
Ｍ３のプリセット音楽コンテンツ記憶部ＭＰには、予め複数種類のプリセット音楽コンテ
ンツデータＤｐが記憶されており、記憶装置４として機能する内蔵のフラッシュメモリの
拡張音楽コンテンツ記憶部ＭＥには、その後、この電子音楽装置ユーザにより入手される
拡張的な音楽コンテンツとして、複数種類の購入済音楽コンテンツデータＤｅ及び試奏用
音楽コンテンツデータＤｔを記憶することができる。拡張音楽コンテンツＤｅ，Ｄｔは、
例えば、ネットワーク上のコンテンツ配信サーバや、音楽コンテンツを蓄積したＰＣなど
から通信Ｉ／Ｆ９経由で供給したり、着脱可能な記憶媒体から供給することができる。な
お、試奏用コンテンツＤｔについては、予めこの電子音楽装置内に内蔵されていることも
ある。
【００２２】
　この電子音楽装置で取り扱われる音楽コンテンツデータの種類には、音色データや伴奏
スタイルデータだけでなく、リアルタイムに切り替え可能な種々の楽音制御データ（演奏
環境データ）があるが、図１（２）には、代表的な楽音制御データとして音色データ及び
伴奏スタイルデータが例示されている。図示の例では、プリセットコンテンツ記憶部ＭＰ
には、複数のプリセット音色データＤｐｖ及びプリセット伴奏スタイルデータＤｐｓが用
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意されている。また、拡張音楽コンテンツ記憶部ＭＥｎには、購入済音楽コンテンツデー
タＤｅとして複数の購入済音色データＤｅｖ及び購入済伴奏スタイルデータＤｅｓが蓄積
されており、試奏用音楽コンテンツデータＤｔとして複数の試奏用音色データＤｔｖ及び
試奏用伴奏スタイルデータＤｔｓが蓄積されている。
【００２３】
　拡張音楽コンテンツＤｅ，Ｄｔは、図１（２）左下に示すように、「購入済／試奏用フ
ラグ」と音楽コンテンツ実体データ（単に実体データともいう）とを含む。各拡張音楽コ
ンテンツは、このフラグが「購入済」を示しているか「試奏用」を示しているかにより、
購入済みであるか試奏用に提供されているかが判るようになっている。また、コンテンツ
実体データは、購入済音楽コンテンツ及び試奏用音楽コンテンツのどちらも共通である。
つまり、互いに対応する購入済音楽コンテンツ及び試奏用音楽コンテンツについては、実
体データは同等の内容を有しており、購入済／試奏用フラグが「購入済」及び「試奏用」
の何れを示しているかだけが相違する。従って、このフラグが改竄（かいざん）されない
ように、コンテンツ全体、或いは、少なくともこのフラグが含まれる部分を暗号化してお
くことが望ましい。また、購入手続きを踏むと、購入済／試奏用フラグは「試奏用」から
「購入済」に差し替えられる。
【００２４】
　試奏用音楽コンテンツが、対応する購入済音楽コンテンツと共通する同等のコンテンツ
実体データを有しているということは、試奏用音楽コンテンツデータは、有償で提供され
る音楽コンテンツデータと同じクオリティを持っていることを意味しており、ユーザは、
この音楽コンテンツの良し悪しを試奏用音楽コンテンツで十分に確認することができる。
特に、音色データや伴奏スタイルデータなどの音楽コンテンツデータは、リアルタイム演
奏に用いられる素材データであるので、有償の音楽コンテンツを購入する前に、同質の試
奏用音楽コンテンツによってその演奏効果を試すことができれば、音楽コンテンツの本来
の魅力を十分理解することができ、良ければ有償で購入したいと思っているユーザを納得
させることができる。
【００２５】
　なお、試奏用音楽コンテンツデータＤｔが音色データＤｔｖの場合、コンテンツ実体デ
ータとしては、「音色パラメータのみ」、「音色波形データのみ」、「音色波形＋パラメ
ータ」、「演算型音源のアルゴリズム」などが挙げられる。また、試奏用音楽コンテンツ
データＤｔは、音色データＤｔｖや伴奏スタイルデータＤｔｓに限らない。アルペジオパ
ターンや短フレーズ、効果音など、リアルタイムに切り替えることの多い音楽コンテンツ
データであれば何でもよい。
【００２６】
　この電子音楽装置では、音楽コンテンツ選択処理において、演奏操作子１１を操作して
リアルタイム演奏を行う際に、演奏の進行中の任意のタイミングで、上述したプリセット
音楽コンテンツデータＤｐ：Ｄｐｖ，Ｄｐｓ，…や購入済音楽コンテンツデータＤｅ：Ｄ
ｅｖ，Ｄｅｓ，…、試奏用音楽コンテンツデータＤｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…の中から所望
の楽音制御データ（演奏環境データ）を選択的に指示することにより、所望の演奏環境に
切り替えてリアルタイム演奏を楽しむことができる。例えば、音色データの指示操作に従
って、音源部８で生成される演奏楽音信号の音色を切り替えたり、伴奏スタイルデータの
指示操作に従って、音源部８で生成される自動伴奏楽音信号のパターンを切り替えること
ができる。つまり、試奏用データＤｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…が指示された場合にも、これ
ら試奏用データは有償データと同じクオリティを持つので、有償データによる演奏環境と
同質の演奏環境（試奏環境）が提供される。しかし、試奏用データＤｔが指示された場合
には、切替えが指示された試奏用データＤｔが試奏の範囲で提供されている音楽コンテン
ツであることをユーザに認知させるために、後述するように、このような試奏環境に移行
するのに一定の制限条件が設けられる。
【００２７】
　この電子音楽装置では、また、プリセット音楽コンテンツデータＤｐ：Ｄｐｖ，Ｄｐｓ
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，…や購入済音楽コンテンツデータＤｅ：Ｄｅｖ，Ｄｅｓ，…、試奏用音楽コンテンツデ
ータＤｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…の中から、所望の音色データや伴奏スタイルデータなどの
楽音制御データを選択的に指定し、指定したこれらの楽音制御データや他の楽音制御デー
タを組み合わせて所望の演奏環境を音源部８に設定し、設定された演奏環境で音楽演奏を
行うことができる。従って、試奏用データＤｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…が指定された場合に
は、これら試奏用データは有償データと同じクオリティを持つので、有償データが指定さ
れた場合の演奏環境と同質の演奏環境（試奏環境）が提供される。しかし、設定された演
奏環境をその後も利用することができるようにレジストレーションＤｒとして登録するレ
ジストレーション登録処理においては、レジストレーションＤｒに含まれる試奏用データ
Ｄｔが試奏の範囲で提供されている音楽コンテンツであることをユーザに認知させるため
に、一定の登録制限条件が設けられる。
【００２８】
　レジストレーションデータＤｒは、複数の音楽コンテンツや他の楽音制御データを同時
に使う際の組合せ状態を保存するためのデータであり、この組合せ状態は、音源部８に設
定された演奏環境を表わすので演奏環境設定データとも呼ばれる。レジストレーションデ
ータＤｒは、記憶装置４であるフラッシュメモリのレジストレーション記憶部ＭＲに記憶
され、図１（２）右下の例では、音楽コンテンツ中の音色データ及び伴奏スタイルデータ
に対応する音色指定情報（「音色１」、「音色２」）及び伴奏スタイル指定情報（「伴奏
スタイル」）の外に、音量情報（「音量」）やテンポ情報（「テンポ」）等の他の演奏環
境データが含まれる。ここで、レジストレーションデータＤｒは、音楽コンテンツ自体を
記憶するものではなく、音楽コンテンツを指定する情報：音色指定情報・伴奏スタイル指
定情報が記憶され、音色指定情報により、設定された音楽コンテンツ中の音色データを指
定し、伴奏スタイル指定情報により、設定された音楽コンテンツ中の伴奏スタイルデータ
を指定する。なお、図中の「音色１」及び「音色２」は、それぞれ、第１及び第２音色レ
イヤーの音色指定を表わし、この演奏環境をそのまま再現すると、第１及び第２音色指定
情報により夫々第１及び第２レイヤーの「音色１」及び「音色２」が指定され、「音色１
」の楽音及び「音色２」の楽音が同時に発音される。
【００２９】
　この電子音楽装置では、音源部８に設定された演奏環境を表わす演奏環境データ（楽音
制御データ）の組合せ状態の中に試奏用コンテンツＤｔが含まれる場合、試奏用コンテン
ツＤｔを除いたレジストレーションデータＤｒが保存されて、試奏用コンテンツＤｔにつ
いては、図１（２）に「×」マークで示すように、保存することができないように登録制
限を行う。例えば、図示のレジストレーションデータＤｒの構成において、第１音色指定
情報が指定する第１レイヤーの「音色１」が購入済音色データＤｅｖであり、第２音色指
定情報が指定する第２レイヤーの「音色２」が試奏用音色データＤｔｖである場合は、第
２音色指定情報は記録（保存）されないので、このレジストレーションデータＤｒをレジ
ストレーション記憶部ＭＲから読み出してその演奏環境を再現しても、「音色１」の楽音
のみが発音されるだけで、試奏用音色データＤｔｖに対応する「音色２」の楽音は発音さ
れない。従って、試奏用音色データＤｔｖは試奏の範囲で提供されている音楽コンテンツ
であることをユーザに認知させることができる。
【００３０】
〔音楽コンテンツ選択処理〕
　図２は、この発明の一実施例による音楽コンテンツ選択処理を説明するための図であり
、図２（１）は、音楽コンテンツ選択処理の手順を示すフローチャートである。この音楽
コンテンツ選択処理は、演奏操作子１１及び設定操作子１２の操作を順次スキャンする操
作子操作スキャン処理において音楽コンテンツ選択操作をスキャンしたときに開始する。
この音楽コンテンツ選択操作は、音源部８に設定される演奏環境について或る音楽コンテ
ンツから別の音楽コンテンツに切り替える際に行われる。つまり、この音楽コンテンツ選
択操作には、例えば、音色の選択、伴奏スタイルの選択、伴奏スタイルデータ内における
イントロ、メイン、フィルイン、エンディング等の各セクションの選択など、音楽コンテ
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ンツの選択に関する多種にわたる音楽コンテンツの指示操作が含まれ、後述する第３実施
形態が実施される場合には、試奏用音楽コンテンツＤｔを含むレジストレーションＤｒの
呼出しに関する操作が含まれる。
【００３１】
　最初のステップＳ１では、ＣＰＵ１は、音楽コンテンツ選択操作があったか否かを判定
し、音楽コンテンツ選択操作がないときは（Ｓ１＝ＮＯ）、今回の音楽コンテンツ選択処
理を終了し、次の操作子操作スキャン処理にリターンする。一方、音楽コンテンツ選択操
作があったときには（Ｓ１＝ＹＥＳ）、ステップＳ２で、選択操作で指示された音楽コン
テンツが拡張音楽コンテンツであるか否かを判定し、この音楽コンテンツが購入済／試奏
用フラグを有し拡張音楽コンテンツであるときは（Ｓ２＝ＹＥＳ）、ステップＳ３に進む
。ステップＳ３では、購入済／試奏用フラグの内容をチェックし、次のステップＳ４で、
この音楽コンテンツが試奏用音楽コンテンツＤｔであるか否かを判定する。
【００３２】
　ここで、試奏用音楽コンテンツＤｔであれば（Ｓ４＝ＹＥＳ）、ステップＳ５に進み、
試奏データ選択報知メッセージＭｓａをディスプレイ１３上に表示して、ユーザに操作パ
ネルＰＮ上のエンターキーＥＫの操作を促すと共にタイマーにより計時を開始する。例え
ば、試奏用音楽コンテンツＤｔとして音色データＤｔｖを選択した際には、図２（２）に
示されるように「この音色データは試奏用です。音色を切り替えるにはＥｎｔｅｒキーを
押してください。※１０秒後に自動的に切り替ります。ＯＫ」という試奏データ選択報知
メッセージＭｓａの画面がディスプレイ１３上に表示される。また、伴奏スタイルを選択
した際には、メッセージＭｓａの主文の部分が「この伴奏スタイルデータは試奏用です。
伴奏スタイルを切り替えるにはＥｎｔｅｒキーを押してください。」という表示になる。
なお、メッセージ表示画面には、操作パネルＰＮのエンターキーＥＫに対向する位置にＯ
Ｋ表記が表示され、ユーザにエンターキーＥＫの所在を案内する。
【００３３】
　次のステップＳ６では、エンターキーＥＫの操作があったか否かを判定し、エンターキ
ーＥＫの操作がない間は（Ｓ６＝ＮＯ）、ステップＳ７で所定時間（例えば、１０秒）が
経過したか否かを判定し、所定時間が経過しないときは（Ｓ７＝ＮＯ）、ステップＳ６に
戻り、試奏データ選択報知メッセージＭｓａの表示を継続する。そして、エンターキーＥ
Ｋの操作があったとき（Ｓ６＝ＹＥＳ）、或いは、試奏データ選択報知メッセージＭｓａ
の表示を開始してから所定時間が経過したときは（Ｓ７＝ＹＥＳ）、ステップＳ８に進ん
で、ディスプレイ１３の画面からメッセージＭｓａを消去し、所定の音楽コンテンツ選択
中画面へと画面更新を行う。
【００３４】
　ステップＳ２で、選択操作で指示された音楽コンテンツは拡張音楽コンテンツではなく
プリセット音楽コンテンツＤｐであると判定したとき（Ｓ２＝ＮＯ）、ステップＳ４で、
同音楽コンテンツは試奏用音楽コンテンツＤｔではなく購入済音楽コンテンツＤｅである
と判定したとき（Ｓ４＝ＮＯ）、或いは、ステップＳ８の画面更新処理の後は、それまで
選択されていた音楽コンテンツから、今回の選択操作で指示された音楽コンテンツに切り
替える。そして、今回の音楽コンテンツ選択処理を終了し、次の操作子操作スキャン処理
にリターンする。
【００３５】
　上述した音楽コンテンツ選択処理では、試奏用音楽コンテンツデータＤｔを利用する際
の制限条件として、メッセージＭｓａの表示に応じたエンターキーＥＫの操作という条件
と、試奏用音楽コンテンツ選択操作時点からの所定時間（例えば、１０秒）の経過という
条件の両方を備えるようにしたが、これに限らず、何れか一方の条件のみを備えるもので
もよい。
【００３６】
　つまり、この電子音楽装置は、音楽コンテンツ選択処理上からみて次のような特徴を備
えている：この電子音楽装置では、音色データや伴奏スタイルデータ等の有償の音楽コン
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テンツデータに対応して、これと同じクオリティを有する試奏用音楽コンテンツデータＤ
ｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…がユーザに提供され、これにより十分な試奏環境が与えられるが
、リアルタイム演奏時における試奏用音楽コンテンツデータＤｔの利用開始については一
定の制限条件が設けられる。つまり、リアルタイム演奏時に或る音楽コンテンツから試奏
用音楽コンテンツデータＤｔに切り替える際には（Ｓ４＝ＹＥＳ）、試奏用音楽コンテン
ツ選択操作（Ｓ１＝ＹＥＳ）に応じて提示される試奏データ選択報知メッセージＭｓａが
要求する所定の操作子ＥＫの操作が行われるか（Ｓ６＝ＹＥＳ）、或いは、試奏用音楽コ
ンテンツ選択操作（Ｓ１＝ＹＥＳ）から所定時間の経過したときに（Ｓ７＝ＹＥＳ）、試
奏用コンテンツデータＤｔに切り替える（Ｓ９）。
【００３７】
〔レジストレーション登録処理〕
　図３は、この発明の一実施例によるレジストレーション登録処理を説明するための図で
あり、図３（１）は、レジストレーション登録処理の手順を示すフローチャートである。
このレジストレーション登録処理は、演奏操作子１１及び設定操作子１２の操作を順次ス
キャンする操作子操作スキャン処理においてレジストレーション登録操作をスキャンした
ときに開始する。このレジストレーション登録操作は、プリセット音楽コンテンツデータ
Ｄｐや購入済音楽コンテンツデータＤｅ、試奏用音楽コンテンツデータＤｔから選択され
た音色データ、伴奏スタイルデータ、他の楽音制御データ（他の演奏環境データ）などを
組み合わせて所望の演奏環境を音源部８に設定した後、設定された現在の演奏環境をレジ
ストレーションデータ（演奏環境設定データ）Ｄｒとしてレジストレーション記憶部ＭＲ
に登録しようとする際に行われる。最初のステップＲ１では、ＣＰＵ１は、レジストレー
ション登録操作があったか否かを判定し、レジストレーション登録操作がないときは（Ｒ
１＝ＮＯ）、今回のレジストレーション登録処理を終了し、次の操作子操作スキャン処理
にリターンする。
【００３８】
　一方、音楽コンテンツ選択操作があったときには（Ｒ１＝ＹＥＳ）、ステップＲ２で、
登録しようとする現在の演奏環境に、購入済／試奏用フラグを有する拡張音楽コンテンツ
が含まれているか否かを判定し、拡張音楽コンテンツが含まれているときは（Ｒ２＝ＹＥ
Ｓ）、ステップＲ３に進む。ステップＲ３では、登録しようとする演奏環境に含まれてい
る各拡張音楽コンテンツの購入済／試奏用フラグの内容をチェックし、次のステップＲ４
で、試奏用音楽コンテンツＤｔがあるか否かを判定する。
【００３９】
　ステップＲ２で、登録しようとする演奏環境に拡張音楽コンテンツは含まれていない（
音楽コンテンツはプリセット音楽コンテンツＤｐのみ）と判定したとき（Ｒ２＝ＮＯ）、
或いは、ステップＲ４で、同演奏環境に試奏用音楽コンテンツＤｔはない（音楽コンテン
ツは、購入済音楽コンテンツＤｅのみ、または、プリセット音楽コンテンツＤｐ及び購入
済音楽コンテンツＤｅのみ）と判定したときは（Ｒ４＝ＮＯ）、ステップＲ５で、全ての
演奏環境データをレジストレーションデータＤｒとしてレジストレーション記憶部ＭＲに
保存する。そして、今回のレジストレーション登録処理を終了し、次の操作子操作スキャ
ン処理にリターンする。
【００４０】
　一方、ステップＲ４で、登録しようとする演奏環境に試奏用音楽コンテンツＤｔがある
と判定したときは（Ｒ４＝ＹＥＳ）、ステップＲ６に進んで、試奏用音楽コンテンツＤｔ
を除く演奏環境をレジストレーションデータＤｒとしてレジストレーション記憶部ＭＲに
保存する。次いで、ステップＲ７で、試奏データ非登録報知メッセージＭｓｂをディスプ
レイ１３上に表示して、試奏用音楽コンテンツＤｔについてはレジストレーションから除
外される旨をユーザに報知する。例えば、試奏用音楽コンテンツＤｔとして音色データＤ
ｔｖを登録しようとした際には、図３（２）に示されるように「この音色データは試奏用
です。レジストレーションには保存できません。ＯＫ」という試奏データ非登録報知メッ
セージＭｓｂの画面がディスプレイ１３上に表示される。また、伴奏スタイルを登録しよ



(10) JP 2009-229866 A 2009.10.8

10

20

30

40

50

うとした際には、メッセージＭｓｂは「この伴奏スタイルデータは試奏用です…」という
表示になる。また、メッセージ表示画面には、操作パネルＰＮのエンターキーＥＫに対向
する位置にＯＫ表記が表示され、ユーザに対して、このメッセージＭｓｂの意味を了解し
た場合に操作されるエンターキーＥＫの所在を案内する。
【００４１】
　そして、次のステップＳ６で、エンターキーＥＫのユーザ操作があったことに応じて、
ディスプレイ１３の画面からメッセージＭｓａを消去して、今回のレジストレーション登
録処理を終了し、次の操作子操作スキャン処理にリターンする。
【００４２】
　なお、このレジストレーション登録処理では、登録しようとする演奏環境をレジストレ
ーションデータＤｒとして保存すると説明したが、演奏環境を保存する機能は「レジスト
レーション」という名称に限らない。また、このレジストレーション登録処理において、
演奏したい楽曲名や音楽ジャンル名と共に演奏環境設定データ（レジストレーションデー
タ）Ｄｒを保存するようにしておけば、その演奏環境を再現して当該楽曲を演奏したり当
該音楽ジャンルの演奏を行う際に、楽曲名や音楽ジャンル名により簡単にこの演奏環境設
定データを呼び出すことができる。
【００４３】
〔レジストレーション登録の種々の実施形態〕
　上述したレジストレーション登録処理では、登録しようとする演奏環境に試奏用音楽コ
ンテンツＤｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…が含まれていた場合に、試奏の範囲で提供されている
試奏用音楽コンテンツＤｔを含んでいることをユーザに認知させるために、試奏用音楽コ
ンテンツＤｔを除く演奏環境をレジストレーションデータＤｒとしてレジストレーション
記憶部ＭＲに保存するようにしたが、別の実施形態として、例えばステップＲ７での処理
を無くして、レジストレーションの保存自体を禁止する構成にしてもよい。
【００４４】
　更に別の実施形態として、登録しようとする演奏環境に試奏用音楽コンテンツＤｔ：Ｄ
ｔｖ，Ｄｔｓ，…が含まれていた場合でも、そのまま演奏環境設定データＤｒとして試奏
用音楽コンテンツＤｔを含めて登録することができるようにしてもよい。この場合、この
ように試奏用音楽コンテンツＤｔを含む演奏環境を呼び出した際には、音楽コンテンツ選
択処理で試奏用音楽コンテンツＤｔを選択した場合と同様に、所定のメッセージを表示し
たり、操作子操作がなされないか或いは所定時間（例えば、１０秒）が経過しない限り演
奏環境が再現されない構成にしてもよい。或いは、試奏用音楽コンテンツＤｔだけを呼び
出さないようにしてもよい。これらの場合、正式にコンテンツを購入した時点で、購入済
／試奏用フラグを「試奏用」から「購入済」に差し替えることで、直ちに呼び出せるよう
になる。
【００４５】
　以上のように、この電子音楽装置は、レジストレーション登録処理上からみて次のよう
な特徴を備えている：この電子音楽装置では、音色データや伴奏スタイルデータ等の有償
の音楽コンテンツデータに対応して、これと同じクオリティを有する試奏用音楽コンテン
ツデータＤｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ，…がユーザに提供され、これにより十分な試奏環境が与
えられるが、演奏環境設定データ（レジストレーションデータ）Ｄｒの登録に関して一定
の制限が設けられる。例えば、試奏用音楽コンテンツデータＤｔを含む演奏環境設定デー
タＤｒを保存する際には、試奏用音楽コンテンツデータＤｔについては保存を禁止して（
Ｒ６）試奏用音楽コンテンツＤｔに関わる演奏環境は再現することができないようにする
。或いは、このような演奏環境設定データＤｒは保存自体を禁止して試奏用音楽コンテン
ツデータＤｔを含む演奏環境は再現することができないようにする。或いは、試奏用音楽
コンテンツデータＤｔを含んでいても演奏環境設定データＤｒを保存するが、演奏環境設
定データＤｒを読み出す際に、試奏用音楽コンテンツデータＤｔの呼出しを禁止して試奏
用音楽コンテンツに関わる演奏環境は再現することができないようにする。
【図面の簡単な説明】
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【００４６】
【図１】この発明の一実施例による電子音楽装置の構成説明図である。
【図２】この発明の一実施例による音楽コンテンツ選択処理の説明図である。
【図３】この発明の一実施例によるレジストレーション登録処理の説明図である。
【符号の説明】
【００４７】
Ｄｐ：Ｄｐｖ，Ｄｐｓ　プリセット音楽コンテンツ（音色及び伴奏スタイル）データ、
Ｄｅ：Ｄｅｖ，Ｄｅｓ　購入済音楽コンテンツ（音色及び伴奏スタイル）データ、
Ｄｔ：Ｄｔｖ，Ｄｔｓ　試奏用音楽コンテンツ（音色及び伴奏スタイル）データ、
Ｄｒ　レジストレーションデータ（演奏環境設定データ）、
ＰＮ，ＥＫ　操作パネル及びエンターキー、
Ｍｓａ，Ｍｓｂ　試奏データ選択報知メッセージ及び試奏データ非登録報知メッセージ。

【図１】 【図２】
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